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大変です！小城市の国保
　国民健康保険は、加入者が病気やけがなどをしたときに、医療費の一部を負担することで、安心して治療を受
けることができる助け合いの制度です。
　しかし、小城市の国民健康保険の財政状況は、医療費の増加、国保税の未納等により、大変厳しい状況になっ
ています。
　平成２０年度の国民健康保険の財政状況は下のグラフのとおりです。

差し引き　－５，２４４万３，３７９円
　支出額が収入額を上回り、小城市の国保財政は赤字の状態です。そのため、平成２１年度の予算から不足額を
繰上げて決算を行いました。支出の７０％が、加入者の皆さんの医療費に充てられています。一方、国民健康保
険税の収納率が伸びず、収入の２３％という状況で、収入と支出のバランスが崩れている状態です。

平成２０年度収入総額　　　（円）
１，０４５，００４，５９０国民健康保険税

８３７，６００使用料及び手数料
１，２９１，９８０，８１５国庫支出金
２８０，４３７，０７０療養給付費等交付金
８１４，０７６，１５２前期高齢者交付金
２１３，９８３，１０１県支出金
５８３，９０６，５６９共同事業交付金

２５，５７９財産収入
２１５，１０８，８１２繰入金
５６，８８３，４７５繰越金
８，７３３，８８８諸収入

４，５１０，９７７，６５１計

平成２０年度支出総額　　　（円）
２０，７６６，９３７総務費

３，１７０，１７２，７２１保険給付費
４６３，５９４，３１０後期高齢者支援金等

６２４，２３１前期高齢者納付金等
７２，１４２，０７６老人保健拠出金
２００，３１４，０４０介護納付金
５７８，４４２，５７６共同事業拠出金
２４，６７３，８７９保健事業費
１８，０２０，６９１基金積立金

９１，７４４公債費
１４，５７７，８２５諸支出金

０予備費
４，５６３，４２１，０３０計

平成20年度決算
収入総額　45億1097万7651円

支出総額　45億6342万1030円

諸収入 0.2％繰越金 1％繰入金 5％
財産収入 0.001％

共同事業交付金 13％

県支出金 5％

前期高齢者交付金 18％

療養給付費等交付金 6％

国庫支出金 29％

使用料及び手数料
0.02％

国民健康保険税 23％

諸支出金
0.3%

公債費
0.002%

基金積立金
0.4%

保健事業費 0.5%

共同事業拠出金 13%

介護納付金 4%

老人保健拠出金 2%

前期高齢者納付金等 0.01%

後期高齢者支援金等 10%
保険給付費 70%

総務費
0.5%
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　ご覧のように、保険給付費は毎年増加の一途をたどっています。
　一人当たりの医療費も年々増加しています。小城市の国民健康保険運営は、大変厳しい状況です。

小城市になってからの保険給付費の推移
保険給付費…小城市国民健康保険が、医療機関に支払う医療費（７割～９割分）や、高額療養費として被保険

者に支払う費用です。

25億

26億

27億

28億

29億

30億

31億

32億

2,768,279,590

2,882,658,791

3,149,089,971 3,170,172,721

平成20年度平成19年度平成18年度平成17年度

　平成20年度には75歳
以上の方、約5,600人
が後期高齢者医療制
度に移行されたにもか
かわらず、逆に増えて
いる保険給付費！

(単位:円)

小城市の国民健康保険財政をみんなで支えましょう！
このままでは国民健康保険加入の皆様の負担が増えることにもなりかねません。

そこで私たちにもできること！

その１「国民健康保険税は、納期内に必ず納めてください！」
　収納率が悪いと、国からの補助金が減額されるルールになっています。

その２「やっぱり健康が１番！」
・特に４０歳以上の方は、特定健診を毎年受診して、生活習慣病にかからないように努めましょう。
＊この特定健診の受診率も定められた目標に達しないと、国民健康保険から更に支出が増えるルールに
なっています。　
　ご家族、ご近所で声を掛け合って、健診を受けるようにしましょう！
＊今年の特定健診はかかりつけの医療機関（県内の特定健診実施医療機関）で、１２月２６日まで受診できます。
　受診するためには次のものが必要です。
　　①国民健康保険証
　　②薄紫色の特定健康審査受診券（５月に郵送しています。失くされた方は国保年金課まで）
　　③受診料１，２００円

その３「ジェネリック医薬品（後発医薬品）について、
かかりつけの医師や薬剤師に相談してみましょう！」

＊後発医薬品は、先発医薬品と治療学的に同等であるものとして製造販売が承認され、一般的に、開発費用
が安く抑えられることから、先発医薬品に比べて薬価が安くなっています。（厚生労働省ＨＰより）

【問合せ】国保年金課（小城庁舎）担当　坂田・高塚　☎７３－８８０２


